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共
済
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員・損
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評
価
員

★
忠
俊
さ
ん

　定
年
退
職
し
た
ら
、
米

作
り
の
お
手
伝
い
よ

ろ
し
く
ね
。

★
民
子
さ
ん

　毎
年
お
い
し
い
お
米
を

作
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。

水
稲
　
28
ア
ー
ル

野
菜
　
3
ア
ー
ル

栽
培
面
積

広島支所
　廿日市出張所
北広島支所
　安芸高田連絡所

082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107
0826-42-4006

名　　称 電話番号

東広島支所
　安芸津出張所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
　神石高原連絡所
三次支所

082-434-4337
0846-45-5327
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0847-82-2116
0824-66-3111

名　　称 電話番号NOSAI広島への
お問い合わせ・ご連絡先

春
営農と暮らしに役立つ
　　情報をお届けします

身近な話題が豊富
NOSAIの仕組みが分かる

分かりやすい農政解説
生産現場のアイデアが満載

●毎週水曜日発行 年間購読料 4,680円
お申し込み、プレゼントのご希望はNOSAI広島へ

購読者様へプレゼント
農業共済新聞でご好評いただいた連載が冊
子になりました。新たに購読をお申し込み
いただいた方またはすでにご購読いただい
ている方で、ご希望者に進呈します。

ハンドブック「もっとおいしく
干し野菜」（右）と
「体にうれしい野菜の話」

お
互
い
へ

見
直
そ
う

イ
ノ
シ
シ
対
策

い
ろ
は
の「
い
」

向
井 

忠
俊
さ
ん
（
61
）

む
か

い

た
だ
と
し

　
　

 

民
子
さ
ん
（
56
）

た
み

こ

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

表
紙
写
真
紹
介

表
紙
写
真
紹
介
（
中
央
上
）庄
原
市
川
手
町
の
浅
尾
岳
く
ん（
４
）と
翔
く
ん（
２
）。

い
つ
も
一
緒
の
仲
良
し
兄
弟
は
、「『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太

郎
』の
ア
ニ
メ
が
大
好
き
」と
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

（
中
央
下
）江
田
島
市
沖
美
町
の
下
河
内
昭
博
さ
ん（
35
）。ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
の
花
を
栽
培
し
て
３
年
目
で
す
。

「
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
こ
そ
面

白
い
」と
技
術
向
上
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

が
く

か
け
る

し
も
ご
う
ち
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イ
ノ
シ
シ
対
策

イ
ノ
シ
シ
対
策

見
直
そ
う

見
直
そ
う

い
ろ
は
の

い
ろ
は
の

いい
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イ
ノ
シ
シ
被
害 

広
島
県
は
高
止
ま
り
で
推
移

　
広
島
県
で
は
、
平
成
25
年
度
の

鳥
獣
害
の
被
害
額
は
４
億
７
６
７

８
万
円
。
そ
の
う
ち
イ
ノ
シ
シ
の

被
害
は
３
億
５
０
８
０
万
円
と
全

体
の
74
％
を
占
め
（
グ
ラ
フ

１
）
、
全
国
で
２
番
目
に
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
シ
カ
の
被
害
も
増
え
て

い
ま
す
が
、
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
は

高
止
ま
り
の
ま
ま
で
推
移
し
（
グ

ラ
フ
２
）
、
目
撃
状
況
は
県
内
全

域
に
及
ん
で
い
ま
す
。
（
図
）

グラフ１／平成25年度 獣種別農作物被害額の割合

グラフ２／被害額と捕獲頭数の推移（イノシシ）

サル 3％ シカ 12％

その他獣類 2％ ヒヨドリ 2％
カラス
6％

その他鳥類 1％
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　依
然
と
し
て
続
く
、
農
作
物
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
。

　被
害
を
防
ぐ
た
め
に
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
イ
ノ

シ
シ
が
近
づ
き
に
く
い
環
境
を
作
る
こ
と
で
す
。

　実
り
多
い
元
気
な
集
落
を
守
る
た
め
、
今
の
状
況
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　依
然
と
し
て
続
く
、
農
作
物
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
。

　被
害
を
防
ぐ
た
め
に
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、
イ
ノ

シ
シ
が
近
づ
き
に
く
い
環
境
を
作
る
こ
と
で
す
。

　実
り
多
い
元
気
な
集
落
を
守
る
た
め
、
今
の
状
況
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

捕獲頭数
被害額

イノシシ 74％

何
で
か
分
か
ら
ん
け
ど
、

最
近
イ
ノ
シ
シ
が
出
て
く
る

よ
う
に
なっ
て
し
も
う
て
。

ま
あ
、ち
ょっ
と
く
ら
い

な
ら
え
え
か
な
…

提供／広島県環境県民局 自然環境課
編
集
協
力
／
広
島
県
農
林
水
産
局 

農
業
技
術
課

0頭
0～0.5頭
0.5～1頭
1～2頭
2～3頭
3頭以上
データなし

（頭） （百万円）

せ
っ
か
く
柵
を
し
た
の
に

ま
た
壊
さ
れ
た
。

もっ
と
頑
丈
に
せ
ん
と

い
け
ん
か
の
う
…

待
っ
て
く
だ
さ
い
！

そ
の
獣
害
、意
外
な
と
こ

ろ
に
原
因
が
隠
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

図／銃猟1人1回当たりの目撃頭数

　
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
が
増
え
る
の
は
、

自
覚
が
な
い
ま
ま
、
イ
ノ
シ
シ
の
人
慣

れ
を
助
長
し
て
集
落
に
出
て
き
や
す
く

し
、
出
る
た
び
に
十
分
な
餌
を
与
え
る

「
餌
付
け
」
を
繰
り
返
し
て
い
る
か
ら

で
す
。

　
「
少
し
く
ら
い
食
べ
ら
れ
て
も
」
と

い
う
思
い
は
イ
ノ
シ
シ
の
侵
入
を
エ
ス

カ
レ
ー
ト
さ
せ
、
集
落
全
体
が
エ
サ
場

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
、
あ
な
た
の
家

の
周
り
や
集
落
の
現
状
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
今
や
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
を
防
ぐ
た
め

に
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
る
侵
入
防
止

柵
。
年
間
を
通
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
を
近

づ
け
な
い
設
置
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
作
物
が
柵
か
ら
は
み
出
さ
な
い
よ
う

に
気
を
付
け
て
、
収
穫
が
終
わ
っ
て

も
、
柵
を
開
放
し
た
り
、
電
気
柵
を
設

置
し
た
ま
ま
電
気
を
切
っ
た
り
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
柵
の
周
り
の
草
木
を
刈
り

払
っ
て
、
イ
ノ
シ
シ
の
隠
れ
場
所
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

集落の チェックリスト
□ごみ捨て場に生ごみが散らかっている。
□お墓のお供え物を回収していない。
□秋に草刈りをして、山に餌が少ない１～２月に
　青草を繁茂させている。
□収穫しないままの果実を放置している。
□野菜くずや生ごみなどを田んぼや畑に放置している。
□稲刈り後、落穂や二番穂が食べられる状態にある。
□放置した竹林でタケノコが未収穫のままである。
□作物が侵入防止柵の外にはみ出している。
□収穫後に侵入防止柵を開放している。
□飼料作物や緑肥作物の栽培農地を侵入防止
　柵で囲っていない。

→１つでも該当項目があれば、イノシシに
　狙われやすい「エサ場」です！

①
臆
病
…
隠
れ
場
所
が

あ
る
所
へ
は
安
心
し
て

出
る

②
暑
が
り
…
う
っ
そ
う
と

し
た
茂
み
が
大
好
き

③
怠
け
者
…
餌
が
豊
富

な
場
所
の
近
く
に
住

み
着
き
た
い

ワイヤーメッシュ柵から果実がは
み出している

電気柵から稲穂がはみ出している

守れる畑は、「何も植えないゾーン」がポイント

イ
ノ
シ
シ
の
性
格

餌付け度 気
付
か
な
い
う
ち
に「
餌
付
け
」し
て
い
ま
せ
ん
か
？

今
の
ま
ま
で
大
丈
夫
？ 
侵
入
防
止
柵
の
落
と
し
穴

□耕作放棄地を放置し、雑草が繁茂している。
□見通しの悪い雑木林や放棄竹林がある。
□侵入防止柵の周りに雑草が茂っている。

→１つでも該当項目があれば、イノシシが
　住みやすい「すみか」です！

集落の チェックリスト人慣れ度
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N
O
S
A
I
事
業
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
・
ご
連
絡
先
は

最
終
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

園
芸
施
設
共
済

補
償
拡
充

園
芸
施
設
共
済
で
万
全
に

　
自
然
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
園
芸
施
設

を
再
建
し
、
速
や
か
に
農
業
経
営
の
継
続

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
園
芸
施
設
共
済
の
補

償
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　
ハ
ウ
ス
の
被
害
に
備
え
て
、
園
芸
施
設

共
済
に
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

《
拡
充
内
容
》

①
時
価
ベ
ー
ス
の
補
償
の
拡
充

　
本
体
の
耐
用
年
数
を
見
直
し
、
補
償
価

額
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

②
農
家
選
択
に
よ
る
補
償
の
追
加

　
復
旧
費
用
の
補
償
を
導
入
し
ま
し
た
。

③
撤
去
費
用
の
対
象
の
拡
充

　
農
家
選
択
に
よ
り
、
撤
去
費
用
の
対
象

に
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
を
追
加
し
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
各
支
所

等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

大
豆
の
共
済
で

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

農
機
具
共
済

共
済
事
故
が
発
生
し
た
ら

す
ぐ
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

　
本
格
的
な
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま

り
、
一
年
の
中
で
も
農
機
具
の
事
故
が
多

く
発
生
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　
農
機
具
の
使
用
前
に
は
点
検
・
整
備
を

行
い
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
共
済
事
故
が
発
生
し
た
ら
、
速
や
か
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
事
故
の
発
生
通
知
が
発
生
後
11
日
以
上

遅
れ
る
と
、
損
害
の
額
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
事
故
通
知
の
前
に
修
理
さ
れ

た
場
合
、
補
償
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

水
稲
作
付
け
等
の
変
更
は

速
や
か
に
ご
連
絡
を

農
作
物
共
済

　
各
地
域
の
取
り
ま
と
め
先
に
提
出
い
た

だ
い
た
「
平
成
27
年
産 

水
稲
共
済
細
目
書

異
動
申
告
票
」
は
、
水
稲
共
済
引
受
け
の

麦
の
損
害
評
価
が

始
ま
り
ま
す

　
秋
ま
き
麦
の
収
穫
期
に
合
わ
せ
て
損
害

評
価
を
行
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
な
ど
に
よ
り
規
定

の
減
収
（
一
筆
7
割
補
償
を
選
択
の
場
合

は
平
年
収
量
の
3
割
を
超
え
る
減
収
）
が

見
込
ま
れ
る
耕
地
に
つ
い
て
、
収
穫
前
に

被
害
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
穫
後
の
損
害
評
価
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
畑
作
物
共
済
は
、
自
然
災
害
な
ど
に

よ
る
大
豆
の
減
収
を
補
償
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
加
入
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】

　
大
豆
を
５
㌃
以
上
栽
培
さ
れ
る
農
家

【
対
象
と
な
る
災
害
】

　
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
、
ひ
ょ
う

害
、
そ
の
他
気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災

害
、
火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害

【
責
任
期
間
】

　
発
芽
期
か
ら
収
穫
す
る
ま
で
の
期
間

【
共
済
金
の
支
払
い
】

　
一
筆
方
式
で
ご
加
入
の
場
合
、
被
害

耕
地
ご
と
の
減
収
量
が
基
準
収
穫
量
の

３
割
を
超
え
た
と
き
。

大
豆
の
共
済
金
を

支
払
い
ま
し
た

畑
作
物
共
済

　
平
成
26
年
産
大
豆
の
共
済
金
を
、
3

月
に
、
該
当
組
合
員
66
戸
へ
3
6
7
万

7
0
2
7
円
お
支
払
い
し
ま
し
た
。

削
蹄
助
成
金
を

支
払
い
ま
し
た

家
畜
共
済

　
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
２

月
28
日
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
削
蹄
の
助

成
金
を
、
3
月
に
、
延
べ
4
7
2
戸
へ

4
4
6
万
2
5
0
0
円
お
支
払
い
し
ま

し
た
。

家
畜
の
異
動
連
絡
は

至
急
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

　
家
畜
の
導
入
や
譲
渡
、
子
牛
の
出
生
な

ど
の
異
動
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
直
ち
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
通
知
が
遅
れ
た
場
合
や
、
通
知
が
な
い

場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
へ
、
異
動
の
あ
っ

た
牛
お
よ
び
死
亡
牛
の
届
け
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

春季
（３～５月）

46

21

58

4

夏季
（6～8月）

秋季
（9～11月）

冬季
（12～2月）

件

基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
提
出
後
に
、
水
稲
作
付
面
積
の
増
減

や
、
経
営
移
譲
に
よ
る
加
入
者
の
変
更
な

ど
が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
水
稲
作
付
面
積
が
25
㌃
未
満
の
方
で
、

水
稲
共
済
へ
の
加
入
を
希
望
さ
れ
な
い

場
合
は
、
「
農
作
物
共
済
関
係
停
止
申

出
書
」
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

農 作 物 共 済 （ 水 稲 ） 　
掛金等納入までの流れ

4月
〜

5月
〜

6月
下旬

〜

農家（組合員）の皆さんに、水稲共済細目書異動
申告票に今年の作付け計画を記入し、提出いた
だきます。

1 水稲共済細目書異動申告票の提出

提出された水稲共済細目書異動申告票の内容に
基づき、共済掛金等を計算します。

2 水稲共済細目書異動申告票の取りまとめ

共済掛金等の納入について、組合員の皆さんへ通知
します。

3 共済掛金等の納入のお願い

７月31日までに、共済掛金等を納入いただきます。

4 共済掛金等の納入

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
、

り
ん
ご
の
共
済
金
を

支
払
い
ま
し
た

果
樹
共
済

　
平
成
26
年
産
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
、
平

成
26
年
産
り
ん
ご
の
共
済
金
を
、
3
月

に
、
該
当
組
合
員
へ
お
支
払
い
し
ま
し
た
。霜による被害を受けたりんご

成育中の大豆

区分 戸数（戸）支払共済金（円）

平成26年産
うんしゅうみかん
（半相殺減収総合
一般方式）

4 73,740

6 4,836,700

平成26年産
りんご
（半相殺特定
危険方式）

2015／春　vol.04

農機具共済事故 四季別発生件数
（平成26年３月～平成27年２月）
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ア
ス
パ
ラ
巻
き

ハ
ン
バ
ー
グ

地
方
独
立
行
政
法
人

広
島
市
立
病
院
機
構

広
島
市
立
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

管
理
栄
養
士

元
廣 

優
子 

先
生

材料（2人前）

作り方

グリーンアスパラガス 約10本
合いびきミンチ肉 150g
豆腐 小１パック（150g）
干ししいたけ １枚
片栗粉 大さじ２杯
おろし生姜（またはおろしにんにく） 　小さじ１杯
塩・こしょう 少々
水 100cc
◎ソース 
　　ケチャップ 大さじ4杯
　　レモン汁（またはポン酢しょうゆ） 小さじ1杯
　　水 大さじ4杯
　　コンソメ顆粒 少々 

❶ 豆腐をキッチンペーパーで包み、レンジで２分加熱
して冷ましておく。

❷ ビニール袋に軸を除いた干ししいたけを入れても
みほぐし、❶の豆腐を入れて混ぜておく。

❸ アスパラガスのはかまを取り、硬そうであれば茎
の皮をピーラーで少し取る。

❹❷に合いびきミンチ肉、おろし生姜（またはおろし
にんにく）、塩・こしょう少々、片栗粉大さじ１杯を入
れ混ぜ合わせておく。

❺別のビニール袋に大さじ１杯の片栗粉、塩・こしょう
少々と❸を入れて合わせておく。

❻アルミホイルの上にアスパラガスを並べる。（穂先
と茎の向きを交互に並べると仕上がりが安定す
る。）

 　巻きずしを巻く要領で、アスパラガスの上に❹の
具をのせアルミホイルでしっかり巻き込む。

❼フライパンに❻を置き、ふたをして中火～弱火で
約15分加熱する。

 　加熱途中に（約5分後）、蒸し焼き用の水100ｃｃを
入れる。

❽加熱後10分くらい置いて６等分にカットする。（す
ぐにカットすると崩れやすい。）

❾合わせたソースをレンジにかけるか、フライパンで
温めて添える。

グ
リ
ー
ン

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

今
回
の
野
菜

　
旬
の
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
特
に
味
が

濃
く
栄
養
豊
富
で
す
。

　
今
回
の
料
理
は
、
い
つ
も
の
ハ
ン
バ
ー
グ
に
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
を
合
わ
せ
て
作
る
、
見
た
目
も
鮮
や

か
な
一
品
で
す
。

　
豆
腐
を
混
ぜ
て
蒸
し
焼
き
に
す
る
こ
と
で
、
ミ

ン
チ
肉
だ
け
よ
り
カ
ロ
リ
ー
が
抑
え
ら
れ
、
軟
ら

か
く
仕
上
が
り
ま
す
。

　
ど
ん
な
食
材
に
も
無
理
な
く
合
わ
せ
ら
れ
る
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
を
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
さ
ま
ざ
ま

な
料
理
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

・ 干ししいたけを水で戻さずに入れることで、
肉汁を逃しにくくうま味をプラスできます。
・ 肉からの脂が出るので、フライパンに油をひ
く必要がありません。

ポイント

　
４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人

事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
主
な

異
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
参
事
（
事
業
部
長
）
沖
田
康
照

●
事
業
部
長
（
世
羅
支
所
長

（
兼
）
管
理
課
長
）
永
井
克
典

●
家
畜
部
長
（
家
畜
部
家
畜
課

長
）
大
川
雄
三

《
監
査
室
》

●
（
福
山
支
所
事
業
課
）
竹
田

靖《
総
務
部
》

●
総
務
課
（
事
業
部
果
樹
園
芸

課
）
山
口
貴
雅
●
同
課
（
総
務

部
経
理
課
）
下
奥
有
華
●
経
理

課
（
事
業
部
任
意
課
）
石
井
優

二
●
同
課
（
北
広
島
支
所
第
１

事
業
課
）
森
田
泰
之
●
企
画
情

報
課
（
広
島
支
所
管
理
課
）
大

下
育
栄
●
同
課
（
北
広
島
支
所

第
１
事
業
課
）
谷
本
義
樹

《
事
業
部
》

●
農
産
課
（
東
広
島
支
所
事
業

課
長
）
大
島
泰
山
●
果
樹
園
芸

課
長
（
同
課
長
代
理
）
岡
野
点

●
同
課
（
総
務
部
経
理
課
）
有

木
透
●
同
課
（
家
畜
部
家
畜

課
）
竹
内
貴
法
●
任
意
課
長

（
事
業
部
果
樹
園
芸
課
長
）
西

川
光
昭
●
同
課
（
事
業
部
農
産

課
）
木
村
裕
俊

《
家
畜
部
》

●
家
畜
課
長
（
同
課
長
代
理
）

三
浦
眞
治
●
同
課
（
監
査
室
）

矢
野
博
登

●
北
広
島
家
畜
診
療
所
長
（
同
診

療
所
廿
日
市
分
室
）
石
橋
一
郎

●
同
診
療
所
（
府
中
家
畜
診
療

所
）
鈴
木
直
樹
●
府
中
家
畜
診

療
所
長
（
同
診
療
所
次
長
）
市

場
聖
治
●
同
診
療
所
（
庄
原
家

畜
診
療
所
）
伊
集
院
潔
●
同
診

療
所
（
三
次
家
畜
診
療
所
）
山

形
光
正
●
三
次
家
畜
診
療
所

（
北
広
島
家
畜
診
療
所
）
木
下

啓
三

●
管
理
課
長
（
広
島
支
所
廿
日

市
出
張
所
長
）
升
田
雅
弘
●
事

業
課
長
（
三
次
支
所
第
２
事
業

課
）
西
川
正
文
●
同
課
（
世
羅

支
所
管
理
課
）
石
井
勇
●
同
課

（
広
島
支
所
廿
日
市
出
張
所
）

藤
澤
宏
行
●
廿
日
市
出
張
所
長

（
広
島
支
所
事
業
課
長
）
宮
本

隆
生
●
同
出
張
所
（
東
広
島
支

所
事
業
課
）
和
田
継
信

●
第
１
事
業
課
（
三
次
支
所
第

２
事
業
課
）
阿
賀
孝
則
●
同
課

（
北
広
島
支
所
第
２
事
業
課
）

山
形
直
之
●
同
課
（
広
島
支
所

事
業
課
）
坂
下
順
一
●
第
２
事

業
課
（
北
広
島
支
所
第
１
事
業

課
）
谷
川
秀
樹
●
同
課
（
三
次

支
所
第
２
事
業
課
）
片
山
元
喜

●
支
所
長
（
兼
）
管
理
課
長

（
事
業
部
任
意
課
長
）
白
石
政

美
●
管
理
課
（
総
務
部
総
務

課
）
山
﨑
奈
緒
●
事
業
課
長

（
総
務
部
総
務
課
）
末
田
紘
二

●
安
芸
津
出
張
所
（
東
広
島
支

所
事
業
課
）
今
岡
昌
士

●
支
所
長
（
兼
）
管
理
課
長

（
東
広
島
支
所
長
（
兼
）
管
理

課
長
）
稲
場
信
昭
●
管
理
課

（
三
次
支
所
第
１
事
業
課
）
若

鳥
圭
介
●
第
１
事
業
課
（
東
広

島
支
所
安
芸
津
出
張
所
）
黒
杭

洋
造
●
第
２
事
業
課
（
世
羅
支

所
第
１
事
業
課
）
森
藤
ひ
と
み

●
同
課
（
世
羅
支
所
管
理
課
）

島
田
姫
里
●
同
課
（
総
務
部
企

画
情
報
課
）
田
中
克
枝

●
事
業
課
（
世
羅
支
所
第
１
事

業
課
） 

藤
原
正
勝

●
第
１
事
業
課
（
三
次
支
所
第

２
事
業
課
）
田
口
玲
子
●
同
課

（
三
次
支
所
第
２
事
業
課
）
小

松
原
康
弘
●
同
課
（
三
次
支
所

第
２
事
業
課
）
永
谷
仁
和
●
第

２
事
業
課
（
世
羅
支
所
第
２
事

業
課
）
立
石
祥
三
●
同
課
（
三

次
支
所
第
１
事
業
課
）
小
田
純

之
●
同
課
（
世
羅
支
所
第
２
事

業
課
）
増
田
真
理
子
●
同
課

（
三
次
支
所
第
１
事
業
課
）
山

中
崇

〈
新
規
採
用
〉
４
月
１
日
付
け

●
東
広
島
家
畜
診
療
所
　
向
井

裕
次
郎

〈
退
職
〉
３
月
31
日
付
け

●
安
井
尚
史
（
参
事
）
●
大
田

哲
夫
（
家
畜
部
長
）
●
中
谷
啓

二
（
北
広
島
家
畜
診
療
所
長
）

●
伊
藤
忠
則
（
府
中
家
畜
診
療

所
長
）
●
篠
塚
康
典
（
北
広
島

家
畜
診
療
所
）
●
尺
田
耕
平

（
広
島
支
所
）

〈
再
雇
用
〉
４
月
１
日
付
け

●
北
広
島
家
畜
診
療
所
　
大
田

哲
夫
●
同
診
療
所
廿
日
市
分
室

中
谷
啓
二
●
庄
原
家
畜
診
療
所

伊
藤
忠
則

本
　所

広
島
支
所

福
山
支
所

三
次
支
所

北
広
島
支
所

東
広
島
支
所

世
羅
支
所

家
畜
診
療
所

人

　事

※
（ 

　）
内
は
旧
所
属

こ
の
野
菜

私
も
作
っ
て
い
ま
す

一
口
メ
モ

　
グ
リ
ー
ン
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
は
、ユ
リ

科
の
多
年
草
の
若

茎
で
す
。

　
ビ
タ
ミ
ン
類
や

ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富

で
、独
特
の
う
ま
味

は
ア
ミ
ノ
酸
の
一

種
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン

酸
に
よ
る
も
の
で

す
。ま
た
、高
血
圧

を
予
防
す
る
と
い

わ
れ
る
ル
チ
ン
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

小池代表（前列右から2人目）と法人のメンバーたち

東
広
島
市
西
条
町 
農
事
組
合
法
人 

フ
ァ
ー
ム
西
田
口

小
池 
智
慧
登
さ
ん
（
74
）

代
表
理
事

ち

え

と

旬
の
野
菜
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

　
法
人
の
女
性
部
を
中
心

に
、グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
を
1.6
㌶
栽
培
し
て
い
ま

す
。私
た
ち
の
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
の
特
徴
は
、バ
ー
ク

堆
肥
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

し
た
、ふ
わ
ふ
わ
の
土
壌
か

ら
生
ま
れ
る
そ
の
甘
さ
。

消
費
者
の「
一
度
食
べ
た
ら

や
み
つ
き
に
な
る
」と
い
う

声
を
励
み
に
日
々
大
切
に

育
て
、地
元
の
ス
ー
パ
ー

や
Ｊ
Ａ
の
産
直
市
な
ど
に

出
荷
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
27
年
１
月
21
日
お
よ
び
３
月
17
日

に
臨
時
総
代
会
を
開
催
し
、
全
て
の
議
案

が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
月
21
日

《
第
１
号
議
案
》

　
共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
園
芸
施
設
共
済
事
業
の
補
償
の
拡
充
に

伴
う
共
済
規
程
の
一
部
変
更

　
３
月
17
日

《
第
１
号
議
案
》

　
農
作
物
共
済
（
水
稲
）
危
険
段
階
基
準

共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

《
第
２
号
議
案
》

　園
芸
施
設
共
済
危
険
段
階
基
準
共
済
掛

金
率
の
設
定
に
つ
い
て

《
第
３
号
議
案
》

　家
畜
共
済
危
険
段
階
共
済
掛
金
標
準
率

等
の
変
更
に
つ
い
て

《
第
４
号
議
案
》

　定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
理
事
定
数
を
増
員
し
、
専
務
理
事
（
常

勤
）
の
設
置
を
規
定
す
る
た
め
、
定
款
の

一
部
変
更

《
第
５
号
議
案
》

　共
済
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
農
機
具
共
済
に
お
け
る
農
機
具
の
耐
用

年
数
を
、
一
律
７
年
に
変
更

《
第
６
号
議
案
》

　損
害
評
価
会
支
所
委
員
の
退
任
及
び
補

充
選
任
に
つ
い
て

臨
時
総
代
会
を

開
催
し
ま
し
た

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
を

　
共
済
掛
金
等
の
現
金
納
入
に
係
る

不
祥
事
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、

組
合
員
の
皆
さ
ま
に
、
現
金
納
入
か

ら
口
座
振
替
へ
の
移
行
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

は
、
Ｊ
Ａ
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
そ
の
他

県
内
に
本
店
を
置
く
銀
行
等
で
す
。

　
な
お
、
共
済
掛
金
等
を
「
現
金
」

ま
た
は
「
振
込
」
で
納
入
い
た
だ
い

た
方
に
は
、
ご
加
入
内
容
の
確
認
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平成27年4月から
NOSAIの新運動スタート

「信頼のきずな」
未来につなげる

運動
安心ネットを広げ
つなげよう

農家・地域の未来

「災害による損失の補てんと
未然防止」を全ての農家に広
げ、農家経営の安定と地域農
業の発展に取り組みます。



　
福
山
市
南
本
庄
町
の

若
井
克
司
さ
ん
（
40
）

は
、
4
年
前
、
滋
賀
県

に
家
族
を
残
し
て
単
身

Ｕ
タ
ー
ン
。
同
市
箕
島

町
の
畑
約
92
㌃
で
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
中
心

に
、
金
時
ニ
ン
ジ
ン
や

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
大
学
卒
業
後
10
年

間
、
京
都
市
の
会
社
で

半
導
体
の
設
計
を
し
て

い
た
若
井
さ
ん
。
２
人

目
の
子
ど
も
の
誕
生
を
機
に
、
食
の
安

全
・
安
心
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、

「
農
業
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
た

い
」
と
一
念
発
起
。
家
族
を
説
得
し
、

平
成
23
年
、
故
郷
の
福
山
で
新
規
就
農

者
を
募
集
し
て
い
た
箕
島
園
芸
組
合
の

一
員
と
し
て
就
農
し
ま
し
た
。

　
分
か
ら
な
い
こ
と
は
先
輩
農
家
に
相

談
し
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
ノ
ウ
ハ
ウ

を
習
得
。
「
き
れ
い
な
野
菜
を
作
る
こ

　三
次
市
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

で
介
護
士
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま

す
。
入
浴
介
助
や
食
事
作
り
な
ど
、

入
居
者
の
身
の
回
り
の
お
世
話
を
し

て
い
ま
す
。
日
々
、
い
ろ
ん
な
こ
と

が
あ
り
大
変
で
す
が
、
入
居
者
が
喜

ん
で
く
れ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
介

護
士
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。

　音
楽
を
聴
く
こ
と
が
好
き
で
、
お

気
に
入
り
の
曲
を
聴
い
て
気
分
転
換

し
て
い
ま
す
。

　結
婚
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
食
事

に
は
野
菜
を
多
く
取
り
入
れ
て
、
旦

那
さ
ん
の
体
調
管
理
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。

と
が
出
荷
作
業
の
手
間
を
省
く
こ
と
に

な
り
、
一
番
の
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が

る
」
と
、
畑
で
の
作
業
の
手
間
は
惜
し

み
ま
せ
ん
。

　
現
在
は
、
市
が
す
す
め
る
学
校
給
食

へ
の
食
材
提
供
の
活
動
に
、
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
「
子
ど
も
た
ち
に
お
い

し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
と
本
当
に
う
れ

し
い
。
今
後
は
新
た
な
野
菜
も
栽
培
し
た

い
で
す
」
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
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地域の話題地域の話題

産
地
支
え
る

妥
協
な
い
農
業
を

「できた野菜は滋賀の家族にも送ります。喜んでくれるので励みになり
ます」と若井さん

福山市

　
広
島
市
安
佐
南
区
祇
園
の
青
原
地
区

で
は
、
15
戸
の
農
家
が
約
70
㌃
の
畑
で

パ
セ
リ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
育
て
て
い
る
の
は
、
細
か
く
縮
れ
た

葉
と
濃
い
緑
が
特
徴
の
「
祇
園
パ
セ

リ
」
。
戦
後
、
同
地
区
で
栽
培
が
広
ま

り
、
現
在
は
、
市
場
に
出

回
っ
て
い
な
い
種
を
各
農
家

で
自
家
採
取
し
て
守
り
続
け

て
い
ま
す
。

　
夏
と
冬
の
年
２
回
播
種

し
、
年
間
を
通
し
て
収
穫
す

る
周
年
栽
培
。
収
穫
後
は
約

50
㌘
の
束
を
箱
詰
め
に
し
て
、

一
年
中
出
荷
し
て
い
ま
す
。

　
15
年
前
の
退
職
後
か
ら
妻

と
共
に
栽
培
に
携
わ
る
谷
本

福
市
さ
ん
（
81
）
は
「
座
っ

て
話
し
な
が
ら
作
業
が
で
き

る
し
、
重
く
な
い
作
物
な
の

で
、
高
齢
の
私
た
ち
で
も
楽

に
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
」
と
、
二
人
仲
良
く
作
業

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
播
種
後
は
間
引
く
作
業

に
手
間
が
掛
か
り
、
病
虫
害
を
受
け

や
す
い
と
い
う
繊
細
な
面
も
。
生
食

の
頻
度
が
高
い
た
め
、
農
家
は
防
除

の
回
数
を
で
き
る
限
り
減
ら
す
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

　
栽
培
農
家
で
構
成
さ
れ
る
青
原
出
荷

組
合
で
は
、
料
理
の
飾
り
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
栄
養
価
の
高
い
パ
セ
リ
を

食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
つ
く
だ
煮

や
て
ん
ぷ
ら
、
ご
ま
あ
え
な
ど
料
理
方

法
を
積
極
的
に
研
究
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
の
小
学
校
給
食
に
も
パ
セ
リ

を
提
供
し
、
年
に
１
回
、
パ
セ
リ
に

つ
い
て
の
授
業
を
実
施
。
子
ど
も
た

ち
に
は
学
校
の
花
壇
で
栽
培
の
仕
方

も
教
え
て
い
ま
す
。
同
組
合
の
小
路

律
子
さ
ん
は
「
大
人
に
な
っ
て
も
地

元
の
パ
セ
リ
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し

い
」
と
期
待
し
ま
す
。

　
木
下
登
組
合
長
（
66
）
は
「
こ
の
地

区
は
ほ
と
ん
ど
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭

で
後
継
者
の
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
、
今
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き

た
祇
園
パ
セ
リ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
い

け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
力

を
込
め
て
話
し
て
い
ま
す
。

守
り
続
け
た
い

伝
統
の
祇
園
パ
セ
リ

広島市

　
北
広
島
町
川
東
に
、
昨
年
９
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
花
田
植
の
里 

夢
ハ
ウ

ス
」
は
、
地
元
産
の
小
麦
な
ど
を
使
っ

た
パ
ン
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
運
営
す
る
の
は
、
同
地
区
の
農
事
組

合
法
人
「
フ
ァ
ー
ム
川
東
」
。
平
成
15

年
に
地
区
の
全
戸
で
設
立
し
、
「
土
地

や
人
材
な
ど
地
域
の
可
能
性
を
生
か
し

た
い
」
と
、
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
た

加
工
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　
店
に
は
、
か
つ
て
パ
ン
作
り
に
携

わ
っ
て
い
た
雪
田
正
照
さ
ん
（
65
）
を

店
長
に
、
法
人
の
組
合
員
家
族
で
、
子

育
て
が
一
段
落
し
た
女
性
従
業
員
な
ど

11
人
が
、
交
代
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　
自
信
作
の
食
パ
ン
は
、
法
人
産
の
小

麦
「
ミ
ナ
ミ
ノ
カ
オ
リ
」
を
一
斤
当
た

り
30
％
使
用
。
「
香
り
が
良
く
、
も
っ

ち
り
と
し
た
食
感
で
お
い
し
い
」
と
順

調
な
売
れ
行
き
で
、
法
人
は
、
小
麦
の

今
年
の
作
付
け
を
増
や
し
ま
し
た
。

　
３
月
に
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
た

米
粉
パ
ン
を
商
品
化
。
細
本
光
代
表
理

事
（
62
）
は
「
こ
の
店
が
『
地
域
が
元

気
に
な
る
場
所
』
と
し
て
定
着
す
る
よ

う
に
、
こ
れ
か
ら
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続

け
た
い
で
す
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い

ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
花
田
植
の
里 

夢
ハ
ウ
ス

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
０－

５
８
１
２－

７
６
６
０

▼
営
業
日

　
火
・
木
・
日
曜
日
の
９
〜
18
時

地
域
の
力
を
生
か
し
て

パ
ン
屋
を
運
営

店の前で「パン屋は法人設立時からの夢でした」と話す細本代表（右端）
と、食パンなどを手にする従業員たち

北広島町

木
原 

沙
緒
里
さ
ん
（
28
）

き

は
ら

さ

お

り

三
次
市

「パセリ栽培をしているから元気でい
られます」と収穫作業をする谷本さん

祇園パセリを手に「パセリ特有の苦味が少なく、甘みがある」と話す木下組合長（右端）
と青原出荷組合のメンバーたち

2015／春　vol.04

ひ
か
る
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●
各
地
区
で
少
子
高
齢
化
が
叫
ば
れ
、
農
業

も
多
く
の
難
問
に
取
り
組
み
な
が
ら
課
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
を
見
る
と
、
人
々
が
負
け
ず
に
頑

張
っ
て
い
る
姿
に
出
合
い
勇
気
を
貰
い
ま

す
。
農
業
は
決
し
て
楽
で
は
な
い
し
苦
労

も
多
い
は
ず
！
感
心
し
ま
す
!!
ガ
ン
バ
レ

呉
市
　
Ｆ
さ
ん
（
60
）

●
表
紙
が
若
者
っ
ぽ
く
て
何
だ
ろ
う
と
思
い

な
が
ら
つ
い
つ
い
見
て
し
ま
い
ま
し
た
。

将
来
の
こ
と
を
考
え
る
年
齢
に
な
っ
て
後

継
者
の
人
の
意
見
や
い
ろ
ん
な
情
報
も
興

味
あ
り
ま
し
た
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
が
楽
し

か
っ
た
で
す
。安

芸
高
田
市
　
Ｋ
さ
ん
（
17
）

●
昨
年
長
年
の
勤
務
を
終
え
地
域
活
動
と
農

作
業
を
し
て
い
ま
す
。
今
は
夫
婦
で
山
に

出
向
き
枯
れ
木
の
伐
採
や
下
刈
り
な
ど
毎

日
仕
事
が
あ
り
、
農
家
に
嫁
い
で
良
か
っ

た
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
健
康
に
気
を
つ

け
充
実
し
た
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
に
、
頑

張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
原
市
　
Ｓ
さ
ん
（
69
）

●
５
年
前
か
ら
主
人
は
共
済
委
員
を
し
て
い

ま
す
。
広
報
紙
を
配
布
し
た
り
共
済
掛
金

の
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で

地
域
の
方
と
多
く
ふ
れ
合
う
こ
と
が
出
来

る
と
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
広
報
紙
を
見

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

神
石
高
原
町
　
Ｋ
さ
ん
（
74
）

ク
イ
ズ
の
応
募
に
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
お
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

①一期○○○
②ちらし○○、巻き○○、いなり○○
③運動会だ！ みんなで引っ張れ！
④稲作
⑦70歳
⑧高度な技術を持った人。エ○○○○○
⑨子牛が生まれた時などは速やかに連絡
を。○○○共済
⑫春の七草の一つ
⑭県内散歩で訪ねた府中市はものづくり
の町。高品質の木材と３００年の伝統技
術「府中○○」
⑯２０１５年はひつじ○○
⑰凸凹＝でこ○○

①いたずらばかりしている子供
⑤ステーション
⑥みそ汁に入れるとおいしいきのこ
⑩4月は卯○○、6月は水無○○
⑪公園で元気よく遊ぼう！ ア○○○○○
⑫頑張れカープ！ ○・○交流戦
⑬物理、化学、生物
⑮先頭に立って集団を導く
⑱亀の甲より○○○○○

のうさい
タテとヨコのカギをヒントにクロスワードを解いて、二重ワクの文字を組み合わせて答えを探してください。

クロスワードを解いて、
地域の特産品を
ゲットしましょう！

クロスワードを解いて、
地域の特産品を
ゲットしましょう！

タテのカギ ヨコのカギ

おもて うら

７３２－００５２
広
島
市
東
区
光
町

一
丁
目
２
番
23
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島

　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

・クイズの答え
・郵便番号
・住所
・お名前
・年齢
・電話番号
・広報紙へのご意見・
 ご感想など

応募方法
はがきに答えを書いて送ってください。
●締め切り

平成27年6月5日（金）
（当日の消印有効）
※当選者の発表は、景品の発送をもってかえさせて
いただきます。
※いただいたご意見・ご感想を紙面で紹介させてい
ただく場合があります。
※お送りいただいたはがきの内容は、景品の発送と
紙面作り以外の目的には使用いたしません。

今回のプレゼント

①

⑪

⑫ ⑬ ⑭

⑨ ⑩⑤ ⑧

②

⑯

⑱

⑥ ⑦

③ ④

読
者
の
声

⑮ ⑰

正解者の中から抽選で30名様にプレゼント
府中市の「３つの蔵元 府中味噌セット」
　「県内散歩」で訪ねた府中市の、市内に３社ある府中
味噌の蔵元から。浅野味噌㈱の塩分控えめでまろやか
な「合わせみそ」、金光味噌㈱の最高峰「秀峰白みそ」、
㈱本家中村屋の地元産きゅうりとなす入り「金山寺み
そ」。それぞれの自信作をセットでお届けします。

52
円

広
告

前回の答え ※ご応募いただいた883通のはがきの中から厳正な
抽選を行い、30名の方に景品をお届けしました。
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ユキカキ

う み な

府中駅

本家中村屋
府中市地域
交流センター

金光味噌　　　　　　　　　　　

浅野味噌

486

184

432

486
至福山駅→

山陽自動車道

福山西IC

尾道JCT

尾道IC

尾道北IC

世羅IC

JR福塩線

尾道松江線

府中駅

上下駅

48

24

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ノ
ー
サ
イ
く
ん
」が
、

名
所
や
地
域
な
ら
で
は
の
料
理
、学
べ
る
場
を
訪
ね
て

県
内
を
散
策
。

今
回
は
、府
中
市
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

静かな山村を　車窓から眺める　静かな山村を　車窓から眺める　

福塩線  府中駅～上下駅福塩線  府中駅～上下駅

府中市府中町559-2
TEL 0847-43-7135
（開館・営業時間）
北館（観光案内所等） 9:00～17：30
南館（お好み焼き店） 11：00～21：00
休業／年末年始

備後府中焼き600円（２店舗共通）。
そばとたっぷりのキャベツが入って、
ミンチの脂で外はカリッと、中はフ
ワッとした焼き上がり

伝統の味を守りながら
進化し続けます!!
ぜひ食べに来てください!

江戸時代からの伝統を体感
み そ

府中味噌
　夏は暑く冬は寒い盆
地特有の気候や良質な
原料、きれいな水など、
みそづくりに欠かせない
条件に恵まれ、400年の
歴史を持つ府中味噌。伝
統と先進の製造技術で
熟成され、今や国内外で
愛用されています。
　市内にある蔵元では、
みその製造工程の見学
やみそづくり体験を通し
て、府中味噌の奥深さに
触れることができます。

町の新たな交流施設で味わう

備後府中焼き
　中に入れるミンチ肉が特徴の、府中市民
に昔から愛されてきたお好み焼き。近年は、
全国に広めたいという町の熱い思いから、さ
まざまなイベントに出品されています。
　今年１月にオープンした府中市地域交流
センターでは、公募で選ばれた２店舗が、地
元産のキャベツなどを使ったお好み焼きを
提供しています。
　市内には、ほかにも約40軒のお好み焼き
店が営業中。交流センターで手に入る「備後
府中焼きＭＡＰ」を片手に、お気に入りのお店
を探して回るのもおすすめです。

金光味噌
株式会社
府中市府中町628
℡ 0847-41-2080

府中市
編

府中市地域
交流センター

１両編成のディーゼル車で、窓の外に広がる自然豊かな景
色を眺めながら、上下の町を目指すのも味わい深い。
１両編成のディーゼル車で、窓の外に広がる自然豊かな景
色を眺めながら、上下の町を目指すのも味わい深い。

白壁の町並み（府中市上下町）

交流スペースや観光案内所が併設
されている

いっきゅう

「お好み・鉄板焼
き あわけん」の
粟根健太店長
（右）と「備後府
中焼き 鉄板焼
き一宮」の前川
卓さん

厳選された原材料で、丹精込めて
造られる府中味噌。白みそは、日
本三大白みその一つに挙げられる

株式会社
本家中村屋
府中市元町497-1
℡ 0847-45-2735

※工場見学・みそづくり体験ができるのは上の写真の2社で、ともに要予約。
　詳細はお問い合わせください。

の
ん
び
り
小
さ
な

旅
気
分
♪

の
ん
び
り
小
さ
な

旅
気
分
♪

中畑駅中畑駅

ミ
ン
チ
の
旨
み
と

キ
ャ
ベ
ツ
の
甘
み
が

絶
妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

み
そ
づ
く
り
っ
て

手
間
暇
か
か
っ
て

る
ん
だ
ね
！

約
６
キ
ロ
の

長
い
ト
ン
ネ
ル
も

走
り
ま
す
！

約
６
キ
ロ
の

長
い
ト
ン
ネ
ル
も

走
り
ま
す
！

〒７３２-００５２ 広島市東区光町1-15-21
JR広島駅「新幹線口」徒歩5分　私学事業団直営の公共ホテルです

※特典の対象には組合員のご親族も含みます
※割引には一定の条件があります
詳しくはお問い
合わせください tel.082-262-1124

広島県農業共済組合  組 合員の皆 様への特 典

婚礼料理を婚礼料理を 割引いたします割引いたします%%30  5030  50～～
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東
広
島
市
安
芸
津
町  

共
済
委
員・損
害
評
価
員

★
忠
俊
さ
ん

　定
年
退
職
し
た
ら
、
米

作
り
の
お
手
伝
い
よ

ろ
し
く
ね
。

★
民
子
さ
ん

　毎
年
お
い
し
い
お
米
を

作
っ
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。

水
稲
　
28
ア
ー
ル

野
菜
　
3
ア
ー
ル

栽
培
面
積

広島支所
　廿日市出張所
北広島支所
　安芸高田連絡所

082-261-1112
0829-32-5121
0826-72-3107
0826-42-4006

名　　称 電話番号

東広島支所
　安芸津出張所
　江田島連絡所
世羅支所
福山支所
　神石高原連絡所
三次支所

082-434-4337
0846-45-5327
0823-45-2019
0847-22-0317
084-970-1620
0847-82-2116
0824-66-3111

名　　称 電話番号NOSAI広島への
お問い合わせ・ご連絡先

春
営農と暮らしに役立つ
　　情報をお届けします

身近な話題が豊富
NOSAIの仕組みが分かる

分かりやすい農政解説
生産現場のアイデアが満載

●毎週水曜日発行 年間購読料 4,680円
お申し込み、プレゼントのご希望はNOSAI広島へ

購読者様へプレゼント
農業共済新聞でご好評いただいた連載が冊
子になりました。新たに購読をお申し込み
いただいた方またはすでにご購読いただい
ている方で、ご希望者に進呈します。

ハンドブック「もっとおいしく
干し野菜」（右）と
「体にうれしい野菜の話」

お
互
い
へ

見
直
そ
う

イ
ノ
シ
シ
対
策

い
ろ
は
の「
い
」

向
井 
忠
俊
さ
ん
（
61
）

む
か

い

た
だ
と
し

　
　

 

民
子
さ
ん
（
56
）

た
み

こ

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

表
紙
写
真
紹
介

表
紙
写
真
紹
介
（
中
央
上
）庄
原
市
川
手
町
の
浅
尾
岳
く
ん（
４
）と
翔
く
ん（
２
）。

い
つ
も
一
緒
の
仲
良
し
兄
弟
は
、「『
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太

郎
』の
ア
ニ
メ
が
大
好
き
」と
元
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。

（
中
央
下
）江
田
島
市
沖
美
町
の
下
河
内
昭
博
さ
ん（
35
）。ト
ル

コ
ギ
キ
ョ
ウ
な
ど
の
花
を
栽
培
し
て
３
年
目
で
す
。

「
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
か
ら
こ
そ
面

白
い
」と
技
術
向
上
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

が
く

か
け
る

し
も
ご
う
ち


